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山下　 正勝さ ん

 やまし た　   まさ かつ

勤務先▶ 公益社団法人昭和会 いまきいれ総合病院

出身校　 長久手高校▶ 鹿児島大学歯学部▶ 山口大学医学部学士編入

出身地　 愛知県

西元　 嘉哉さ ん

 にし も と   　 よし や

勤務先 大隅鹿屋病院▶

出身校　 大阪府立三国丘高校▶ 京都大学

出身地　 大阪府

井上　 一利さ ん

 いのう え　   かずと し

勤務先▶ 総合病院鹿児島生協病院

出身校　 大学入学資格検定▶ 熊本大学

出身地　 兵庫県

南立　 亮さ ん

 なんだて　  と おる

勤務先▶ 南風病院

出身校　 福岡大学附属大濠高等学校▶ 鹿児島大学

出身地　 福岡県

　 2 0 1 1 年に鹿児島大歯学部を 卒業し 、 歯科医師と し て研修後、 山口大学へ学士編入し 、 2 0 1 8 年よ り 名古屋に

て医師と し て研修がスタ ート し まし た。

　 医師の初期研修時代、 良き 指導医と 出会い「 守破離」 と いう 言葉を 教わり まし た。 研修医２ 年目の1 2月、 初

めて 肺癌の執刀機会を 頂き まし たが、 当然思う よ う にはいき ませんで し た。 その時に言われたのが「 ま ずは型

を 作れ。 守破離を 意識し な さ い」 と いう 言葉で し た。 徹底し て指導医を 真似る 。 すなわち 型を 「 守」 る こ と が

土台です。 型ができ て初めて他の方法を 取り 入れて「 破」 り 、 やがて 自分な り の理想へと 「 離」 れていく 。 こ

れは手術に限ら ず、 救急対応、 病棟管理等に通じ ます。 基本を 飛ばせば、 それは型破り ではなく 型無し です。

　 私は医師9年目、 歯科医師と なっ ては16年目ですが、 理想を 求めて「 破」 の途中です。 医師人生は長い。 初期

研修と いう 医師と し てのスタ ート で、 焦ら ず型を 身につけて確かな土台を 築いてく ださ い。

　 【 胸を 張っ て、 「 医者」 と 名乗れる よ う に】  

　 ちょ う ど10年前、初期研修医と し て大隅鹿屋病院に入職し まし た。 医師免許をと り 、 真新し い白衣に身を包み、

親切な同僚に囲まれ… 打ちのめさ れまし た。 自分は全然ダメ だ。 当院は、inputと out putのバラ ンスを重視する教

育方針であり 、それは僕が研修医の頃も 今も 変わり ません。 先輩の処方を 見て 、次は自分で提案し てみる 。 自分で

調べてき た内容を、カ ンフ ァ レンスで披露する。どんなに頑張っ ても 、先輩たち の方が優れています。打ちのめさ れ

る日々でし た。 こ れでは、僕が居ないほう が目の前の患者さ んは、より happyなのでは？と 思いつめたこ と も あり ま

す。 だから こ そ、 努力し まし た。 タ イ パに拘る 、 学びやすい環境に身を 置かねばなら ない。 そんなこ と は当たり

前です。 それら 前提を 揃えたう えで、 後は努力！患者さ んに、 同僚に、 家族に、 何よ り 自分に。 自分は今日も 医

者です！と 胸張っ て言えるよう に。 そんな風に努力を今も 続けている、 その原点と なっ た研修時代でし た。

　 私は19 9 6年に大学を 卒業後に鹿児島大学放射線科に入局し まし た。 その頃の放射線科読影室と いえばシャ ウ

カ ステン が壁一面に並べら れている 光景が目に浮かびます。 現在のモニタ ー診断と は異なり 画像の読影は、 フ ィ

ルムを シャ ウカ ステ ン にかけ1 枚ずつ上から 下に解剖学的な連続性を 確認し ながら 病変の有無を チェ ッ ク し て、

画像所見と 診断結果を 手書き で 複写の所見用紙に記載し て いまし た。 そのう え紙カ ルテ であっ たこ と も あり 今

よ り かな り 手間のかかる 作業で し た。 また大学や関連病院でも 1 0 -2 0 人く ら い入院患者がおり 入局後は読影な

ど 放射線科的な 業務よ り 病棟業務が中心で し た。 当然医師と し て の基礎的な 知識・ 経験が不足し て いたので 病

棟管理には苦労し まし た。

　 研修医の先生方には多く の診療科で色々な経験を 積んで 身につけて いっ て 欲し いです。 ま た研修を 無駄にし

ないためには将来専攻し ない診療科でも 今学べる こ と を き っ ち り やる と いう 姿勢も 大切だと 考えています。

　 出身地は兵庫県、 その後東京の私立大学を 卒業、 熊本大学に再入学、 と 鹿児島には縁も ゆかり も なかっ た私

ですが、 鹿児島県での医師生活も 1 1 年目と なり まし た。 1 0 年前は乳児だっ た長男も 来年度は中学生、 早いも の

です。 小児科医と し て、 ま た夜間当直の際は他院、 他科の先生方にも ご指導いただき な がら 何と かこ こ まで や

っ てこ ら れた、 と いう のが正直なと こ ろ です。 所属の垣根、 診療科の垣根なく ,気さ く に相談に乗っ て頂ける の

が鹿児島県の医療体制の素晴ら し いと こ ろ だと 思っ て いま す。 ま た、 離島医療も 他では経験し がたい貴重な も

のだと 思います。 初期研修中は視野を 広く 持ち 、 やり がいを 感じ ながら 働ける 診療科を 選択し てく ださ い。
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鈴木　 理央さ ん

 すず き　 　 　 り   お

研修先▶ 鹿児島市立病院

出身校　 鶴丸高等学校▶ 鹿児島大学

出身地　 鹿児島市

宮内　 雅也さ ん

 みやう ち　   まさ  や

研修先▶ 鹿児島大学病院

出身校　 沖永良部高校▶ 鹿児島大学

出身地　 沖永良部島

　 初期研修が始ま っ て ち ょ う ど １ 年が経と う と し ていま す。 毎日が初めての連続で 救急外来や病棟で戸惑う こ

と や悩むこ と が多かっ たで す。 責任が伴う 仕事で ある と いう プ レ ッ シャ ーも 大き いう えに、 成功よ り も 失敗の

ほう が多い日々で すが、 指導医の先生や先輩方、 同期に相談し 、 助けて も ら いながら 、 １ 年間過ご すこ と がで

き まし た。 鹿児島市立病院では、 幅広く 疾患を 見る こ と がで き 、 研修医と し て こ れ以上な い恵まれた環境が整

っ ています。 貴重な学びの機会を 逃さ ず、 研修し ていき たいと 考えています。

　 ２ 年目になる にあたり 、 こ れから 意識し て いき たいこ と は、 患者さ んの診断や治療、 今後の方針について根

拠や見通し を も っ て診療にあたる こ と です。 指導医の先生の思考や実際の動き を 吸収し 、 初期研修修了後に自

信を も っ て 診療を 行え る よ う にし たいと 思います。 仲間と 協力し 、 学びながら 自分の進路や将来の医師像につ

いても 考える 充実し た１ 年間と し たいです。

　 初期研修も 残すと こ ろ 1ヶ 月と なり まし た。 鹿児島大学病院での2 年間は多く の先生方や同期に支えら れ、 沢

山の学びを 得る こ と ができ まし た。 協力型病院で ある いまき いれ病院、 おぐ ら 病院でも 研修さ せて いただき 、

各科で の診療を 通し て 地域医療の現場から 専門的医療ま で幅広く 経験する こ と がで き まし た。 また日々の診療

にく わえ、 何度か学会に参加する 機会を いただき 、 多く の刺激を 受けまし た。

　 来年度から は整形外科医と し て 後期研修を 行う 予定で す。 こ れま での経験を 糧に、 患者さ んに信頼さ れる 医

師を 目指し 、 よ り 一層精進し てまいり ます。

桑畑　 剛太朗さ ん

く わばた　    ごう た ろう

研修先 鹿児島市医師会病院▶

出身校　 楠隼高校▶ 宮崎大学

出身地　 湧水町

　 研修医と なっ て １ 年が過ぎよ う と し ていま す。 初めは戸惑う こ と の連続でし たが、 上級医や多く のスタ ッ フ

の方々に支えら れながら 、 仕事を し て いく 中で少し ずつ診療に臨むこ と ができ る よ う にな り ま し た。 様々な診

療科で 研修する 中で初めは人間関係を 築く こ と に不安があり まし たが、 その度に温かく 迎えて いただき 、 安心

し て取り 組むこ と がで き ま し た。 手技の面で も 、 最初の頃は緊張や不安も あり 、 う まく 行う こ と が難し かっ た

のですが、 今では落ち 着いて行う こ と ができ る よ う になり まし た。

　 時には失敗する こ と も あり まし たが、 その度に反省を 繰り 返し 、 自己の成長に繋げる こ と ができ たと 実感し

ています。

　 初期研修は残り １ 年と な り まし た。 医師と し て 歩む進路について 考え 、 専攻医になっ たと き には、 確実に診

療にあたる こ と ができ る よ う に着実に準備を 進めていき たいと 思います。

塘　 勝之さ ん

 と も 　   かつゆき

研修先 米盛病院▶

出身校　 鶴丸高校▶ 鹿児島大学

出身地　 鹿児島市

　 早いこ と に、 初期研修医と し て勤務し 始めても う すぐ 1 年が経と う と し ています。 1 年前の自分と 今の自分を

比較する と 、 大き く 成長し ている ので はないかと 思いま す。 学生時代は遊ぶこ と し か考え ていなかっ たため、

社会人・ 医療人と し て 働き 始めた頃は何も 分から ず東奔西走する 日々で し た。 勿論今でも 分から な いこ と ばか

り ではあり ますが…。

　 こ の１ 年間は大変あり がたいこ と に様々な方々と の出会いがあり まし た。 同期、 先輩、 上級医を 始めと し

て、 多職種の方々に支えら れて １ 年間を 過ごすこ と が出来ま し た。 時には失敗も あり 、 落ち 込むこ と も あり ま

し たが、 沢山失敗でき る のがこ の２ 年間だと 思い、 前向き にチャ レ ン ジし てき まし た。 残り の1 年も 多く の方々

と 共に成長し 、 自分の理想と する 医師像に近づける よ う 直向き に頑張り たいと 思います。


